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　定員適正化計画に基づいて、新規
採用者の抑制や定年前の希望退職を
募るなど、職員数の削減に努めてい
ます。
　平成22年４月までの目標は、64
人減の562人でしたが、実際には、
現在の職員数が547人となり、79人
の減を達成することができました。

【歳出の削減では】

職員の定員管理適正化  削減額 3億9,200万円

　市の財産の活用状況を点検し、処分できる土地やいらなくなった備品、公用車を
売り払いました。
　このように支出を減らすばかりではなく、収入を増やすことにも取り組んでいます。
このほかにも…
　広報紙やホームページへ有料広告の掲載を行い、収入を上げています。

【歳入の確保策として】

遊休財産の利活用  増加額 3,200万円

　予算を作る時に、事務経費などを中心に前年度の予算から、数パーセントを
カット（いわゆるマイナスシーリング）することで、経費の削減を行いました。
このほかにも…
　給与・時間外勤務手当の削減、民間委託の推進、指定管理者制度の導入、各種
団体・イベントへの補助金の見直しなどを行いました。

庁用経常経費の徹底的な見直し  削減額 8億9,500万円

　さまざまな行政改革と並行し、将来の財政負担を減らすた
め、借金（地方債）を抑え、貯金（基金）を増やすよう努め
てきました。この結果、将来に向けた財政負担が低くなるな
ど、改善が見られます。

　行政改革への取り組みはまだ途中経過ですが、このように
一定の成果をあげています。しかし、収入に乏しい本市では、
収入の多くを国からの地方交付税に頼っており、その交付税
も合併後10年（平成28年度）になると、特例措置がなくな
り、段階的に少なくなっていきます。
　このようなことから、国や県のさまざまな合併支援が受け
られる今のうちに、将来に備えて行政改革を積極的に行い、
足腰の強い財政基盤づくりに努めていきます。
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【職員数の推移】
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献
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ら
せ

　

市
で
は
、
平
成
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年
度
を
「
行
革
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
「
行
政
改
革
大
綱
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と
、
そ
の
実
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計

画
と
な
る
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
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を
策
定
し
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
の
計
画
期
間
は
、
平
成
18
〜
22
年
度
の
５
年
間
で
す
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
４
年
間
の
行
政
改
革
の
主
な
取
り
組
み
と
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

着実な改善成果

今後の行政改革の必要性

４年間の財政効果額　17億3,600万円

【基金の現在高と地方債残高】

-400

-300

-200

-100

0

100

200

636363 808080 767676 929292
118118118

-387-387-387
-361-361-361 -336-336-336 -322-322-322 -319-319-319

H17

基金の現在高

H18 H19 H20 H21

（億円）

（年度）

地方債残高


